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未来に向かって環境のトータルアドバイザー
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一層の石綿飛散防止対策強化を目的に 大気汚染防、
。止法が改正されました

。改正法は令和3年4月1日より順次施行されます

【 】主な改正法概要とスケジュール

令和３年４月１日施行内容
１．全ての石綿含有建材が規制対象

今まで対象外とされていた に[レベル３建材]

ついても除去等作業時に適切に石綿の飛散を防

、 。止するため 規制対象に追加されます

２．下請負人を作業基準遵守義務の
対象に追加
施工方法,工期,工事費等の配慮 作業方法「 「」、

「 」 、 。等の説明 作業の指導 について 元請業者以外に となります」、 下請負人も対象

３．直接罰の創設
。隔離をせずに吹付け石綿等の除去作業を行った者に対する直接罰が創設されます

４．不適切な作業の防止
元請業者に対し 作業結果の発注者への報告 作業記録の作成 保管 3年間 が義務付、 」、「 「 ・ ( )」

。けられます

令和４年４月１日施行内容
元請業者に対し 一定規模以上等の建築物等の解体等工事について 事前調査結果を都、 、

。道府県知事等への報告が必要となります

( 、 。)現行においても 石綿有無の事前調査は必要です

令和５年４月１日施行内容
事前調査やの作業終了後の確認を行う者の資格要件が義務化されます。

現行においても 国の通達により 石綿に関する一定の知見を有し 的確な判断ができる( 、 「 、

。)者が行うこと」とされています

弊社では「建築物石綿含有調査者」が､石綿(アスベスト)含有の可能
性がある「吹付け材 「保温材･耐火被覆材･断熱材 「成型板」等の」 」

。 。分析調査を承ります 下記担当者までお気軽にご連絡下さい
調査部 広瀬崇史、後藤 彰(建築物石綿含有調査者)
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大気汚染防止法の改正による石綿(アスベスト)飛散防止対策強化の概要


